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ュポン社のM. A. Subramanian ら
は、主な副生成物が水で、しかも
製造コストの安価なフッ素化芳香
族化合物の新しい製造法を開発し
たと発表した（Science, vol.297,
p.1665（2002））。
M. A. Subramanianらの開発し
た方法は、ベンゼン、フッ化水素
（HF）および酸素（O2）からフル
製造技術分野
エネルギー分野
なりにくいと言われてきたアルカ
リ金属も超伝導体になることを証
明した初めてのケースとしても高
く評価される。リチウムは、究極
の高温超伝導体ではないかと考え
られている金属水素に構造が最も
近い金属である。したがって、金
属リチウムの高圧下での構造や電
子状態は、まだ得られていない固
体の金属水素に関しても重要な知
見をもたらしてくれるものと期待
される。清水助手らの高圧低温下
における超伝導物質研究は、これ
までは世界的に見てもほぼ独走状
膀次世代型軽水炉の研究
開発　―第13回環太平洋原
子力国際会議から―
今日、次世代型原子力システム
についての研究開発が世界的に活
発化している。7月にリオデジャ
ネイロで開催された第4世代原子
力システムに関する国際フォーラ
ム（GIF）では、2030年頃までの
実用化を目標とする第4世代原子
力システム候補（６概念グループ）
と、より早期に導入される可能性
がある短期導入候補（５概念グル
ープ）がリストアップされた。こ
の中には、高速炉、小型炉、液体
金属炉、ガス炉、溶融塩炉、次世
代型軽水炉など多様な炉型が含ま
れている。
10月21～25日、第13回環太平
洋原子力会議（PBNC2002）が中
国の深K
しんせん
で開催され、次世代型原
子炉関連で30件超の研究発表が
なされた。
本稿では、わが国の研究グルー
プによる次世代型軽水炉について
の発表を紹介する。このタイプの
原子炉は、既存の軽水炉の研究開
発や運転で得た知識や経験を最大
限に活用することができ、わが国
の研究水準は世界トップクラスで
ある。
日本原子力研究所・日立・日本
原子力発電の共同研究グループ
は、短期導入候補の一つである低
減速軽水炉の設計仕様と基本特性
を報告した。この原子炉は、減速
材である水の体積が核燃料の半分
以下と小さく、炉内中性子のエネ
ルギーが高くなっている。このた
め、ウランからプルトニウムへの
転換割合が高くなり、増殖を含め
たウラン資源の有効利用が可能と
なる。また、MOX燃料を使用す
るため、将来のプルトニウムの需
給に応じた柔軟な運転も可能であ
る。現在、2020年代の実用化を目
指し、原研を中心に本炉型の成立
性を確認するための熱流動試験や
材料試験を実施している。
一方、東京大学の岡芳明教授の
研究グループは、第4世代原子力
システム候補の一つと位置付けら
れている貫流直接サイクル型超臨
界圧軽水冷却炉について報告し
た。この原子炉は、冷却水を沸騰
現象がなくなる臨界点以上に加圧
して用いる。このため、気液分離
や再循環が不要となる上、冷却水
流量が約1/10に低減し、システム
が簡素化される。また、発電効率
が高まり、経済性が向上する。さ
らに、高速炉心との適合性もよく、
核燃料の増殖も可能である。
今日、原子力を取り巻く状況は
ますます複雑化の様相を呈してい
るが、安全性、経済性、核拡散抵
抗性、社会的受容性に優れた革新
的な原子炉の開発・実用化がこの
状況を打開する鍵であろう。今回
GIFがリストアップした次世代型
原子力システムには、わが国が世
界の研究開発のトップを走ってい
るものがいくつかある。今後、こ
うした技術の具体化に向けた取り
組が求められよう。
態であったが、上記論文発表の約
１ヶ月後には米国から追試データ
の発表があり（Science, vol.298,
p.1213（2002））、今後はこの分野
の競争も激化することを予感させる。
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オロベンゼンを合成するもので、
ポイントは、ベンゼンをフッ素化
する能力を有すると共に、フッ化
水素と酸素で再生されるフッ化金
属としてフッ化銅を見出したこと
にある。
具体的には、フッ化銅（CuF2）
の存在下ベンゼン蒸気を高温で流
すと、フルオロベンゼンが95％
の選択率で得られる。450℃では
ベンゼンの5％がフルオロベンゼ
ンに転化されるが、550℃で行な
うと転化率は約30％に向上した。
反応によりフッ化銅は金属銅
（Cu）に還元されるが、金属銅は
フッ化水素と酸素の混合ガスによ
りフッ化銅に再生され、この際水
が副生する。このサイクルは、繰
り返しが可能であり、繰り返しに
よりフッ素化能は低下しないと述
べられている。
本合成法はフルオロトルエンや
ジフルオロベンゼン類の合成にも
適用できるとの事であり、環境に
やさしいプロセスとして今後の進
展が期待される。
